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食スコアの有用性に関する
システマティックレビュー
















アは HEI と HEI に修正を加えた AHEI に類別され，更
に HEI-1995, 2000, 2005, 2010，国ごとに調整が加えら
れた HEI, AHEI-2002, 2010, mAHEI に分類された。HEI
関連の食スコアの中で最も多かったものは，HEI-2005
の 46件で，コホート研究が 22件，アメリカ以外の 5か
国の論文が含まれていた。アウトカムとして最も多いも


































































Candida albicans を用いて CAP 耐性の検討を行ったが，




















対象者は 2017年 9月から 2018年 10月に入院治療を






グ指標として，小野寺の PNI, CONUT, GNRI を算出し
た。サルコペニアの判定は，骨格筋量と握力を用いた。
心機能の重症度は NYHA 分類，血清 BNP, LVEF（左室
駆出率）の 3つの指標を用いた。







































































鈴 木 桃 佳
鶏筋原線維タンパク質（Mfs）にメイラード反応を用



























鶏 Mfs の重量比 4.24（w/w）のとき，至適マルトトリオ
ース修飾鶏 Mfs が調製できることが判明した。各調製
条件は至適マルトース修飾鶏 Mfs と同じような値とな
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られたが，抗酸化能を失っていた。これより，グルコー
スの結合数が少ないほどゲルの抗酸化能が上昇する傾向
がみられた。以上のことを踏まえて，工業的に加工素材
として糖化鶏 Mfs を製造する場合，三種の中では至適
グルコース修飾鶏 Mfs が最も適しているだろうと示唆
された。
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